
 

 

        

   

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 メッセージ付きの切子灯篭 

鎮魂の願いを文字に 
 

点火を手伝う子供達 

ランタンで作るメッセージ 
 

子供たちが描いた切子絵 

      

法要はお盆の伝統行事 

 8 月 15 日(土)「2020 年わた
り夏の夕べ」が荒浜漁港の荷捌
き場（魚市場）で開催されまし
た。今年は新型コロナウイルス
感染症予防策により、例年の夏
まつりが縮小され、「法要・灯
篭流し・光のメッセージ」のみ
の実施となりました。 
 光のメッセージでは 1700 個
のペットボトルランタンを使
い鎮魂の願いを灯しました。 
また、鳥の海湾では子供達が描
いたメッセージやイラストの
切子灯篭が水面を静かに移動
していく様子を多くの人たち
が静かに見守っていました。 

法要も三密を避けて 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

                

                

                

「2020 年わたり夏のゆうべ」 ～法要・灯篭流し～ 8 月 15 日(土) 
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荒浜が好き！ 

みんなでつくる私たちの 

ふるさと 

 

   

 

荒浜地区まちづくり協議会 会報 第 ３８ 号 

☺  ♨ 

mailto:wa.tukuri.ara@iaa.itkeeper.ne.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 荒浜小学校の近隣に、震災後に町内で使用さ
れたプレハブ仮設住宅が移設されています。 
これは東日本大震災を契機に亘理町の子供達
への支援活動を継続している特定非営利法人
「セリアの会」（代表：セリア・ダンケルマン
さん）が、亘理町からの協力を得て、将来は『メ
ノラー国際リーダーシップセンター』の建設を
目指しています。子供達の国際教育活動はイス
ラエルをはじめとする国内外の寄付をもとに
活動が行われており、『将来は子供達の活動支
援の拠点』になる予定とのことです。この日は、
京都市の企業から LPガス発電機が寄贈され、
停電時には自動的に稼働して施設への送電を
開始します。また、周辺にはレモンやナツメヤ
シ、ベリーやハーブといった樹々や草花などを
子供たちが植えて環境にも関心を示したこと
に大きな意味があります。花壇には、荒浜の海
岸に自生する絶滅危惧種の植物「浜ぼうふう」
も移植しています。地区住民として今後の活動
状況を見守ることも大切と思われます。 

メノラーの家でエンジン発電機の寄贈を

紹介する関係者 

                                                                      

 

 

 

 

 

 

 

髙橋洸人巡査 

主催者のセリア・ダンケルマンさん 

  

荒浜駐在所より 
 

庭先の水場は燭台
のデザインですよ。 

なんとピザ窯まで‼ 
みんなで行ってみよう‼ 
 
 
 
 

絶滅危惧種「浜ぼうふう」 
も移植されていました。 

震災伝承の思いをみんなでつなげよう 

 

 今年の４月から荒浜駐在所で勤務している髙橋洸人

と申します。駐在所で勤務するのが初めてなので、新

任駐在所員として荒浜地区に一日でも早く慣れ、みな

さんに顔と名前を覚えてもらえるよう精一杯頑張りま

すので宜しくお願い致します。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出 前 講 座 「体 操 教 室 」     荒浜ボランティア婦人の会  ８月２５日（火） 

 

 

 

  

 

希望を胸に開講式 

  

製作活動の一コマ  甲冑の完成がいつになるか今から楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３１回 陶芸教室  9 月 17 日(木) 

 今年度で４年目になる『ものづくり講座』 “甲冑製作プ
ロジェクト”が９月１３日（日）に開講しました。開講式当日
から製作活動が始まり、受講生は講師の説明を真剣な
眼差しで聞いて、意欲的に作業を進めていました。 
一連の講習は、１８回続きで９か月の長丁場になります。 
作業は型紙から「ボンテックス」という特殊な素材の厚紙
にトレースして加工します。小さな部品を数十個も造りま
す。さらに、防水塗料を施して眞田ひもで組み立てます。
受講生の皆さんは完成する日が楽しみな様子でした。 

第４期 甲冑製作プロジェクト が開講しました。  9 月 13 日(日) 

 

 地域の団体活動として定

着してきた荒浜ボランティ

ア婦人の会の皆様が亘理町

の出前講座「体操教室」を 

実施しました。コロナ禍で

も安全対策は万全でした。 
 

        第 30 回亘理町協働 

       のまちづくり推進連 

       絡会議が、9月4日（金） 

              逢隈地区交流センター 

           で開催されました。 

          五地区から、まちづくり

協議会会長と交流センター所長が出席

し、新体制でのまちづくり協議会の運営

方針や部会役員の処遇について、真剣

な話し合いが進められました。 

 

 

体操で心身ともに健康 畳の上で行う体操です 

 

 ３１回目の陶芸教室は、ウィルス

感染防止策として、定員を午前と午

後の部に分割しました。皆様からは

どちらかを選択できて、逆にとても

受講し易かったと好評でした。 

豊原講師の説明 納得の作品！ 



福寿会の映画鑑賞会 8 月 28 日(金) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初 心 者 大 歓 迎 で す 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

刈り払い機も調子良し  

   グランドゴルフ大会開催 まち協農園の夏野菜収穫 
 

 

 

 

 

 

こ

 日 時：令和２年１０月４日(日) 

     ９時３０分開始(受付９時) 

 会 場：元荒浜保育所跡地 

 参 加：１人２００円 

      (傷害保険、感染防止対策、飲料水等) 

 主 催：荒浜地区まちづくり協議会 

 申込先：☎０２２３-３６-８１８９  

・事前にスポーツ傷害保険加入手続きを代行致します。 

・マイスティックをお持ちでない方は貸出し致します。 

・受付でマウスシールドを配布します。 

地域の老人会「福寿会」の皆様 

防災公園の除草作業 8 月 5 日（水） 

           

芝刈り機は絶好調 

 箱根田東集会所にお集まり頂いた

福寿会の皆さん。楽しく寅さんシリ

ーズで映画鑑賞を楽しみました。 

コロナ渦の中で、仲間同士が集まっ

て楽しい時間を一緒に過ごせること

が、何よりですね。皆さんの明るい

笑い声がお互いの元気の源になって

いる様です。また会いましょう。 

涼しさを感じるようになりましたね。 

からだを動かして楽しみませんか。 

 鎮魂の杜慰霊碑周辺から西側の嵩上

げ花壇までの除草作業を三日間に分け

て実施しました。午前中の涼しい時間

帯に作業を行いましたが、作業中の俄

雨で中断があったりして捗らず、広い

敷地の除草作業は大変です。作業をし

て頂いた皆様本当にお疲れ様でした。

真夏の草は日々成長が早いので定期的

な除草作業が必要になります。 

ご参加頂いた皆様には心から 

感謝申し上げます。 

地域の皆さんに野菜苗の植え付け

や除草作業にご協力を頂き、夏野菜

の収穫が順調に進み感謝を申し上げ

ます。ありがとうございました。 

各種事業の折に、ボランティアで

活動して頂いた皆様へ、ほんの僅か

ですが取れたての夏野菜を差し上げ

ておりました。コロナ感染症が落ち

着き、本来の目的である地域の子供

達と一緒に収穫体験ができる日が、

一日でも早く来ることを願いつつ。 

当
日
参
加
も
可 


